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１－参考１ 

 

津市スポーツ振興基金の今後の方向性について 

 

１ 概要 

本市では、競技人口の拡大、競技力の向上等を図るため、特定非営利活動

法人津市スポーツ協会（以下「スポーツ協会」といいます。）を始めとする

関係団体と連携するほか、スポーツ協会を介して競技団体等の活動を支援す

るとともに、スポーツ施設の整備及び計画的な維持管理（修繕）に努めてい

ます。 

このような中、令和３年秋に開催が予定されていた三重とこわか国体・三

重とこわか大会（以下「国体等」といいます。）が、新型コロナウイルスの

感染拡大の影響により中止となったことを踏まえ、国体等に向けて盛り上が

った競技スポーツ及びパラスポーツ推進の機運を引き継ぎ、競技人口の拡大

及び競技力の向上を目的として実施する本市内の競技団体等の活動を支援す

ることができるよう、スポーツの振興に係る事業の推進に必要な財源を確保

するため、国体等の中止に伴う残予算の一般財源５億円のうち２億５，００

０万円を活用し、令和３年９月に津市スポーツ振興基金（以下「基金」とい

います。）を創設しました。 

基金の活用に当たっては、令和４年度から令和８年度までの５年間とし、

競技団体等に対しては、それまでの取組に加えて更なる活動支援を行うほか、

パラスポーツの活動支援、スポーツ施設の計画的修繕に充てることとして、

年度当たり５，０００万円程度の予算を編成し、それぞれの事業に取り組ん

でいます。 

２ 令和４年度から令和８年度までの基金の活用 

  令和４年度から次の⑴から⑷までの事業に基金を活用しています（基金の

活用実績等は１－参考２のとおり）。 

⑴ 競技団体等に対する活動支援 

スポーツの楽しさを知るきっかけづくり、スポーツ人口の裾野拡大及び

各競技に応じた技術の向上を図るため、スポーツ協会に加盟している競技

団体等が実施する、ジュニアアスリートや指導者育成のための研修会、資

格取得のための講習会等並びに競技人口の拡大及び競技力向上を目的に開

催する強化練習会や大会等に対して、競技スポーツ振興事業補助金を交付
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しています。 

ア 補助金額（１競技団体等当たりの上限額） 

  １００万円／年度 

イ 予算金額（令和７年度） 

  １，６００万円 

⑵ パラスポーツの活動支援 

三重県障がい者スポーツ協会に加盟し本市を中心に活動している競技団

体が、本市内で開催するパラスポーツ大会等のパラスポーツの振興・普及

が図られる事業に対して、パラスポーツ振興事業補助金を交付しています。 

ア 補助金額（１競技団体当たりの上限額） 

  ５０万円／年度 

イ 予算金額（令和７年度） 

  １００万円 

⑶ 津市スポーツ大会出場報奨金 

競技団体等に対する活動支援の一環として、本市におけるスポーツの振

興及び競技力の向上を推進するため、国際的規模の大会、全国的規模の大

会、東海大会以上の規模の大会に出場した本市在住の選手又は本市在住の

選手が１人以上所属している団体に対して津市スポーツ大会出場報奨金を

交付しています。 

ア 報奨金額 

(ア) 選手（１人当たりの上限額） 

０．２万円～５万円 

(イ) 団体（１団体当たりの上限額） 

３万円～７５万円 

イ 予算金額（令和７年度） 

１，１００万円 

⑷ スポーツ施設の計画的修繕 

令和７年４月１日時点で、体育館・武道場が１１施設、野球場・グラウ

ンド・サッカー場・陸上競技場が２１施設、テニスコートが１４施設、プ

ールが４施設（日硝ハイウエーアリーナのプールは同アリーナに順じ、体

育館・武道場に含みます。）、その他運動施設（河芸マレットゴルフ場及

び香良洲パターゴルフ場）が２施設の合計５２施設を設置しています。 

これらのスポーツ施設は、大半が市町村合併により各地域の施設を引き
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継いだものであり、供用開始後、相当の年数が経過し老朽化が進んでいる

ことから、利用者等が安全・安心に施設を利用できるよう、津市スポーツ

施設整備計画（計画期間は令和４年度から令和１１年度まで。以下「整備

計画」といいます。）に基づき、健康維持等の日常的なスポーツの利用状

況や利用率などを参酌した上で、優先順位をつけながら計画的な維持管理

（修繕）に努めています。 

ア 予算金額（令和７年度） 

  ３，９７５万３，０００円 

３ 令和９年度から令和１１年度までの基金の展開 

⑴ 津市スポーツ大会出場報奨金 

国際的規模や全国的規模等の大会に出場し活躍される選手の姿は、市民

に誇りと喜びを届け、夢と感動を与えるとともに、市民のスポーツへの関

心やスポーツ振興の気運を高めることにつながると考えます。また、選手

のモチベーション及びスキルの維持を図るとともに、大会出場に要する費

用の負担軽減の一助となることから、当該報奨金については、年度当たり

１，０００万円程度を見込みます。 

⑵ スポーツ施設の修繕 

老朽化に伴う施設の不具合の発生頻度が年々高くなっており、今後もこ

のような不具合の発生が続くことになれば、整備計画期間内に全ての不具

合に対応することが困難な状況となり、健康維持等の日常的なスポーツ利

用だけではなく、競技スポーツでの利用に対しても支障が生じることから、

修繕費用については、年度当たり２，０００万円程度を見込みます。 

⑶ 整備計画に基づく修繕の加速化 

整備計画が終期を迎える令和１１年度までに、競技スポーツ拠点として、

選手個人が競技力の向上を図っていく上での活動拠点施設として、また、

競技団体等によるジュニアアスリートや指導者等人材の育成拠点施設とし

て、さらに、日常的に子どもから高齢者まで心地よくスポーツに親しんで

いただける施設として、選手を始めとする多くの方が一層安全・安心に利

用できるスポーツ施設にするため、河芸体育館の雨漏り等大規模改修等、

安濃中央総合公園内野球場スタンド棟の雨漏り修繕、芸濃テニスコートの

人工芝改修を行います。 

なお、これらに要する費用については、公共施設等適正管理推進事業債、

緊急防災・減災事業債、三重県補助金、スポーツ振興くじ助成金等の活用
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を検討しますが、一般財源負担額は、総額で２億円程度を見込んでいます。 

４ 今後の対応 

３に充てる財源として、基金への積み増しを検討し、必要な予算について

は、しかるべき時期に提案します。 



１－参考２ 

 

令和４年度から令和８年度までの基金の活用実績等 

年度   

区分 
令和４年度 令和５年度 令和６年度 

令和７年度 

（１２月末時点）
合計 

⑴ 競技団体等に対する活動支援 

(競技スポーツ振興事業補助金) 

件数 18 団体 22 団体 23 団体 6 団体 69 団体 

金額 12,821,000 円 14,417,000 円 15,254,000 円 3,938,000 円 46,430,000 円 

⑵ パラスポーツの活動支援 

(パラスポーツ振興事業補助金) 

件数 2 団体 2 団体 2 団体 0 団体 6 団体 

金額 992,000 円 1,000,000 円 790,000 円 0 円 2,782,000 円 

⑶ 津市スポーツ大会出場報奨金 

件数 1,066 人 1,298 人 1,322 人 1,030 人 4,716 人 

金額 8,090,000 円 10,026,000 円 9,475,000 円 7,735,000 円 35,326,000 円 

⑷ スポーツ施設の計画的修繕 

件数 44 件 8 件 11 件 11 件 74 件 

金額 20,000,000 円 19,719,514 円 20,486,900 円 33,701,972 円 93,908,386 円 

合計金額 41,903,000 円 45,162,514 円 46,005,900 円 45,374,972 円 178,446,386 円 

※ 基金残額７１，５５３，６１４円（令和８年度分までの活用事業費に充当） 


